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� ������	
�
３月２日、川島町�村で吉野川市学校給食セン

ターの落成式が行われました。

今回、完成した施設はオール電化厨房やドライ

方式の導入など安全・安心な給食の提供ができる

施設となっており、調理実習等のレクチャーホー

ルも完備しています。

子どもたちの健やかな成長を願って安全・安

心・楽しい学校給食をお届けします。
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教
育
環
境
の
充
実
強
化

●
小
中
学
校
普
通
教
室
の
エ
ア
コ

ン
整
備

学
習
環
境
の
大
幅
な
改
善
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

を
図
る
と
と
も
に
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
学
力
を
目
指
す
た
め
、

市
内
の
小
・
中
学
校
す
べ
て
の
普

通
教
室
に
、
空
調
設
備
の
整
備
を

行
い
、
７
月
か
ら
稼
働
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
記
録
的
な
猛
暑
が

続
き
、
今
後
、
さ
ら
な
る
温
暖
化

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

教
育
環
境
の
改
善
を
求
め
る
声
が

日
増
し
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

夏
場
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
「
学
習

指
導
要
領
」
の
改
訂
に
伴
う
、
学

習
内
容
の
大
幅
な
増
加
に
よ
り
、

授
業
時
数
を
ど
う
確
保
す
る
か
、

よ
り
一
層
の
工
夫
や
改
善
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
空
調
の
整

備
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
学
習
意
欲
と
授
業
へ

の
集
中
力
や
、
教
職
員
の
指
導
環

境
の
向
上
に
加
え
、
６
月
、
７
月
、

９
月
に
は
、
従
来
は
実
施
が
難
し

か
っ
た
補
充
授
業
の
拡
充
が
で
き
、

一
層
の
学
力
向
上
を
目
指
す
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
大
き
な
教
育
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
学
校
再
編

昨
年
１１
月
に
教
育
委
員
会
の
諮

問
機
関
と
し
て
学
校
再
編
計
画
策

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
中
・
長

期
的
な
展
望
に
立
っ
た
「
吉
野
川

市
学
校
再
編
計
画
」
に
つ
い
て
議

論
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
２４
年
度
は
、
小
・
中
学
校

の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本

的
な
考
え
方
や
、
具
体
的
な
再
編

に
つ
い
て
議
論
が
進
ん
で
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

学
校
再
編
は
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
、
よ
り
望
ま
し
い
教

育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
避
け

て
通
れ
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
た

め
、
平
成
２４
年
度
中
に
は
策
定
委

員
会
か
ら
の
答
申
に
よ
り
、
再
編

計
画
を
策
定
し
、
保
護
者
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
具
体

的
な
説
明
が
で
き
る
よ
う
、
早
急

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
２
月

２０
日
に
竣
工
し
、
４
月
か
ら
運
用

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

オ
ー
ル
電
化
厨
房
を
採
用
し
、
ド

ラ
イ
方
式
の
導
入
や
食
材
の
搬
入

か
ら
仕
上
が
り
ま
で
、
調
理
全
般

を
通
し
た
衛
生
管
理
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
が
で
き

る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
炊
飯
施
設
を
新
設
し
た

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
加
工
ご
飯
な
ど
、
新
し
い

献
立
が
可
能
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
に
喜
ば
れ
る
給
食
が
出
せ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
見
学
会
、
試
食
会
、

ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
、
調
理
実
習

等
が
可
能
な
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

を
設
け
て
お
り
、
多
く
の
方
々
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
食

育
の
拠
点
施
設
と
し
て
も
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

幼
保
一
体
化
実
現
に
向
け
て
の

取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
す
「
吉

野
川
市
幼
保
再
編
構
想
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

主
な
概
要
と
し
て
は
、
幼
保
再

編
に
向
け
て
の
具
体
的
な
整
備
方

針
や
幼
保
一
体
化
施
設
の
活
用
構

想
を
地
区
別
に
と
り
ま
と
め
、
計

画
的
・
段
階
的
に
推
進
し
て
い
く

方
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
市
役
所
庁
舎
統
合
に
伴

い
、
空
き
庁
舎
と
な
る
川
島
庁
舎

を
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
の
観

点
か
ら
、
平
成
２６
年
４
月
開
設
を

目
指
し
、「
川
島
こ
ど
も
園
」
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
「
構
想
」
を
基

に
、
幼
保
再
編
を
段
階
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
確
保

●
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
整
備

本
市
の
、
防
災
情
報
の
通
信
手

段
は
、
既
設
設
備
で
は
、
老
朽
化

に
よ
る
不
具
合
が
発
生
す
る
一
方

で
、
災
害
関
連
情
報
の
伝
達
が
で

き
な
い
地
域
が
存
在
す
る
な
ど
、

情
報
通
信
環
境
に
地
域
間
格
差
が

生
じ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
災
害

関
連
情
報
を
迅
速
か
つ
適
切
に
発

信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
急

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
市
役
所
内
に
設

置
し
た
無
線
親
局
か
ら
中
継
局
な

ど
を
介
し
て
、
市
内
全
域
に
設
置

す
る
屋
外
拡
声
設
備
と
戸
別
用
受

市市政政のの窓窓
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2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ



飯尾川取水堰
飯尾川

関
放
水
路

信
設
備
を
通
じ
て
、
情
報
の
伝
達

を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

今
後
、
現
状
調
査
と
と
も
に
、
高

度
な
情
報
通
信
技
術
を
有
効
活
用

し
た
新
シ
ス
テ
ム
の
整
備
方
針
を

検
討
し
、
調
整
し
な
が
ら
、
平
成

２４
年
度
に
設
計
に
取
り
か
か
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
が
行
き
わ

た
る
よ
う
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
木
造
住
宅
耐
震
化
の
推
進

本
市
で
は
、
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
な
ど
の
大
地
震
対
策
と

し
て
、
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
化

に
つ
い
て
、
戸
別
訪
問
を
中
心
と

し
た
啓
発
活
動
を
取
り
な
が
ら
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
耐
震
改
修
工

事
の
申
込
件
数
は
毎
年
２０
件
前
後

で
推
移
し
て
お
り
、
市
内
の
木
造

住
宅
の
安
全
性
を
確
保
し
て
い
く

に
は
、
長
期
間
を
要
す
る
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
地
震
対
策

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

し
て
い
く
施
策
と
し
て
、
現
在
、

３
千
円
の
自
己
負
担
が
必
要
な
耐

震
診
断
費
用
を
無
料
化
す
る
と
と

も
に
、
診
断
の
評
点
が
０
・
７
未

満
の
住
宅
に
、
改
修
費
用
と
し
て

補
助
し
て
い
る
限
度
額
を
３０
万
円

上
積
み
し
、
６０
万
円
を
９０
万
円
に

増
額
す
る
な
ど
、
一
般
木
造
住
宅

の
耐
震
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

●
内
水
対
策

飯
尾
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

年
、
徳
島
県
と
麻
名
用
水
土
地
改

良
区
と
の
間
で
進
め
ら
れ
て
き
ま

ぜ
き

し
た
「
飯
尾
川
取
水
堰
の
撤
去
」

に
つ
い
て
の
協
議
が
整
い
、
去
る

１
月
２５
日
に
、
取
水
堰
撤
去
に
関

す
る
協
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
合
意
に
よ
り
ま
し
て
、

本
市
内
で
の
本
格
的
な
改
修
工
事

の
実
施
に
向
け
て
の
道
筋
が
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
協
定
書
の
合
意
事
項

が
円
滑
に
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
積

極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
た
る
川
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
２６
年
３
月
に
完
成
予

定
の
排
水
機
場
の
建
設
工
事
が
進

ん
で
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
制
定

を
進
め
て
き
ま
し
た
浸
水
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
の
「
水
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
条
例
に
つ
い
て
、

１
月
下
旬
に
、
浸
水
危
険
区
域
と

し
て
指
定
予
定
の
地
権
者
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
ほ
た
る
川
下
流

域
の
住
宅
地
お
よ
び
農
地
の
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
の
に
必
要
で
あ

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
子
ど
も

た
ち
の
う
ち
、
学
習
障
害
や
高
機

能
自
閉
症
等
に
よ
り
、
学
習
や
生

活
の
面
で
特
別
な
支
援
を
要
す
る

子
ど
も
た
ち
は
、
１
割
程
度
の
割

合
で
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

現
在
は
１２
人
の
支
援
員
を
配
置

し
て
、
教
育
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
支
援
員

を
さ
ら
に
増
員
し
、
個
々
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
な
支

援
が
行
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

不
登
校
等
の
学
校
不
適
応
は
、

小
学
校
段
階
か
ら
何
ら
か
の
形
で

そ
の
兆
候
が
あ
り
、中
学
生
に
な
っ

て
か
ら
顕
著
に
表
面
化
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
段
階

に
お
い
て
、
早
期
の
発
見
・
対

応
・
治
療
の
た
め
、
体
制
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
派
遣
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
市
内
各
中
学
校

を
拠
点
校
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
不
登
校
や
発
達
障
害
等

に
関
す
る
相
談
件
数
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
現
行
の
制
度

で
は
小
学
校
へ
の
対
応
が
難
し
い

状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
小
学
校
を
対
象
と
し

た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
、
教
職
員
か
ら
の
相
談
機

会
を
保
障
し
、
問
題
の
早
期
発
見

と
早
期
対
応
に
よ
り
、
全
児
童
・

生
徒
が
登
校
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
標
と
し
た
、
本
市
独
自
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
推
進

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
最
優
先

に
平
成
１９
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
平
成
２４
年
度
の
３

施
設
改
修
を
も
っ
て
、
耐
震
化
が

す
べ
て
完
了
し
ま
す
。

ま
た
、
防
災
拠
点
で
あ
る
消
防

団
詰
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
２３
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
災
害
時
の
避
難
施
設
、

保
育
所
等
に
つ
い
て
も
、
年
次
計

画
を
立
て
、
平
成
２７
年
度
を
め
ど

に
耐
震
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
と
長
寿
命
化

本
市
が
管
理
し
て
い
ま
す
橋
り
ょ

う
は
、
６
７
１
カ
所
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
供
用
か
ら
４０
年

以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
構
造
物

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
橋
り
ょ
う
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
健
全

度
を
保
持
し
、
長
寿
命
化
を
図
る

と
と
も
に
、
南
海
地
震
な
ど
の
大

地
震
に
対
し
て
も
、
安
全
性
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

飯尾川取水堰の現況写真
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こ
の
た
め
、
平
成
２４
年
度
は
、

橋
長
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
り
ょ

う
７８
カ
所
を
含
む
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
あ
る
橋
り
ょ
う
お
よ
び
地
震
発

生
時
の
避
難
路
、
支
援
物
資
の
輸

送
路
な
ど
、
重
要
度
の
高
い
路
線

に
あ
る
橋
り
ょ
う
約
２
０
０
カ
所

を
選
定
し
、「
長
寿
命
化
修
繕
計

画
」
お
よ
び
「
耐
震
化
計
画
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
特

に
優
先
順
位
の
高
い
路
線
の
橋

り
ょ
う
か
ら
、
修
繕
工
事
お
よ
び

落
橋
防
止
等
の
耐
震
改
修
工
事
に

つ
い
て
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
水
道
管
の
耐
震
化
と
長
寿
命
化

多
く
の
水
道
施
設
で
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
管
路
の
耐
震
化
や

老
朽
管
路
の
更
新
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

新
年
度
に
は
、
鴨
島
浄
水
場
管

理
棟
改
修
工
事
や
送
水
管
の
耐
震

化
な
ど
、
施
設
の
耐
震
化
を
図
り
、

昨
年
策
定
し
た
、「
水
道
施
設
の

耐
震
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

浄
水
場
・
配
水
池
・
送
水
管
な
ど
、

基
幹
施
設
の
耐
震
化
事
業
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

長
期
的
に
耐
震
化
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
施
設

や
設
備
の
更
新
に
合
わ
せ
、
順
次
、

効
果
的
に
基
幹
施
設
の
耐
震
化
を

図
り
、
災
害
に
強
い
安
全
な
水
道

施
設
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
は

ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

●
国
民
文
化
祭

平
成
１９
年
度
に
「
お
ど
る
国
文

祭
２
０
０
７
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
こ
れ
を

契
機
に
、
多
く
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

や
音
楽
の
愛
好
家
が
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
で
２
回
目
と
な
る
国
民
文

化
祭
は
、鴨
島
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
行
事
と
位
置
づ
け
、
前

回
の
成
果
を
継
承
す
る
事
業
と
し

て
、「
音
楽
で
心
を
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
・
２
０
１
２
in

よ
し
の
が
わ
」
と
題
し
、
本
年
１１

月
２３
日
に
実
施
し
ま
す
。

音
楽
の
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
音
楽
家
が
集
結
し
、

交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

の
音
楽
活
動
が
よ
り
活
性
化
さ
れ
、

市
民
の
文
化
水
準
の
向
上
と
人
的

交
流
の
活
発
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
生
涯
学
習
の
推
進

鴨
島
公
民
館
は
、
年
間
利
用
者

が
７
万
人
を
超
え
、
生
涯
学
習
推

進
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

か
な
り
老
朽
化
が
進
み
、
市
民
の

安
全
・
安
心
と
利
用
環
境
改
善
の

観
点
か
ら
、
本
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
休
館
と
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
着
手
す
る
べ
く
諸
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
知
恵
島
地
区
に
お
い
て

も
、
既
設
の
千
田
公
会
堂
の
増
改

築
を
機
に
、
知
恵
島
地
区
公
民
館

と
し
て
転
用
を
予
定
し
て
お
り
、

工
事
が
完
成
す
る
と
、
知
恵
島
地

区
の
皆
さ
ん
に
各
種
講
座
、
地
域

の
交
流
、
集
会
や
情
報
交
換
等
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化

●
定
住
促
進
事
業
の
推
進

定
住
対
策
施
策
検
討
の
た
め
、

２２
年
度
、
職
員
に
よ
る
「
政
策
課

題
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
部
局
横
断
的
に
組
織
さ
れ
、
子

育
て
支
援
を
核
と
し
た
「
吉
野
川

市
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
担
当
す
る
各
所

管
に
お
い
て
更
な
る
検
討
を
加
え

た
上
、「
定
住
促
進
事
業
」
の
一

環
と
し
て
、
平
成
２４
年
度
か
ら
二

つ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
新
婚
世
帯
の
市
内

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
促
し
、

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
の

民
間
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す

る
４０
歳
未
満
の
新
婚
世
帯
に
家
賃

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、
月

額
１
万
円
を
最
大
２４
カ
月
間
支
援

し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
４
月
１
日
以
降
に

出
生
し
た
１
歳
未
満
の
乳
児
の
保

護
者
に
対
し
て
、
吉
野
川
市
内
で

購
入
し
た
育
児
用
品
（
ミ
ル
ク
・

お
む
つ
・
清
拭
用
品
）
購
入
費
に

つ
い
て
、
乳
児
１
人
に
つ
き
２
万

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。（
２８

ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

若
年
層
の
本
市
へ
の
定
着
・
転
入

を
図
り
、
将
来
的
に
は
、
市
内
の

定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
官
・
学
ま
ち
づ
く
り
連
携
事
業

４
月
に
、
鴨
島
商
業
高
等
学
校

と
阿
波
農
業
高
等
学
校
が
再
編
統

合
さ
れ
、
吉
野
川
高
等
学
校
と
な

り
ま
す
。

新
高
校
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
高
校
が
培
っ
て
き
た
商
業
教

育
、農
業
教
育
を
継
承
す
る
と
と
も

に
、食
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら

の
教
育
を
加
え
、
商
業
科
・
農
業

科
併
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

職
業
教
育
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
職
業
意
識
の
向
上

や
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
本
市
と
吉
野
川
高
等

学
校
が
包
括
的
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、「
人
材
育

成
の
た
め
の
連
携
」、「
地
域
産
業

振
興
の
た
め
の
連
携
」
等
、
多
様

な
分
野
で
連
携
活
動
を
積
極
的
に

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、

学
校
と
の
間
で
内
容
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
商
工
会
の
合
併
支
援

４
月
に
、
川
島
町
、
山
川
町
、

美
郷
の
商
工
会
が
地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
合
併
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
は
、
雇
用
の
確

保
、
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら

重
要
で
あ
り
、
厳
し
い
状
況
下
に

置
か
れ
な
が
ら
も
奮
闘
し
て
い
る

商
工
業
者
の
育
成
・
支
援
は
、
市

勢
発
展
の
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。

おどる国文祭
ジャズフェスティバルの風景
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こ
の
た
め
、
商
工
会
に
対
し
て

自
主
自
立
を
促
し
、
早
期
に
合
併

の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
財
政

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
美
郷
物
産
館
改
修

美
郷
物
産
館
は
、
地
元
美
郷
の

特
産
品
等
の
販
売
施
設
と
し
て
、

適
宜
、
施
設
の
整
備
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
美
郷
地
区
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
入

込
客
数
の
増
加
に
努
め
て
お
り
、

近
年
、「
キ
レ
イ
の
さ
と
美
郷
」

事
業
や
梅
酒
特
区
を
活
用
し
た
梅

酒
づ
く
り
が
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
り
、
平
成
２０
年
度
に
約
２
万

人
で
あ
っ
た
来
館
者
も
、
平
成
２２

年
度
に
は
、
６
万
人
を
超
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
駐
車
場
が
狭
く
、
休

日
に
は
来
館
者
が
駐
車
で
き
な
い

状
況
も
生
じ
て
お
り
、
来
館
者
が

安
全
に
駐
車
で
き
る
専
用
駐
車
場

な
ど
を
整
備
し
、
集
客
力
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
農
家
民
宿
開
設
に
伴
う
助
成

美
郷
地
区
は
、
豊
富
な
観
光
資

源
と
と
も
に
、
自
然
体
験
型
観
光

地
と
し
て
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
お

り
、平
成
２０
年
に
は
県
内
で
初
め
て

農
家
民
宿
２
軒
が
開
業
し
ま
し
た
。

近
年
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
、
地

域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
テ
ー

マ
性
の
強
い
生
活
体
験
型
の
観
光

へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
美
郷
地
区
の
特
性
を
生
か

し
た
観
光
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
農
家
民

宿
等
の
開
設
時
に
そ
の
整
備
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
、
農
家
民
宿
の

開
業
を
促
進
し
ま
す
。

●
農
地
等
の
保
全
活
動
支
援

農
地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
に

つ
い
て
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
な

ど
の
進
行
に
伴
う
集
落
機
能
の
低

下
に
よ
り
、
保
全
管
理
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
現
状
や
、
農
村
の
自

然
環
境
や
景
観
の
保
全
な
ど
多
面

的
な
機
能
の
発
展
を
求
め
る
国
民

の
要
請
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
と

い
っ
た
価
値
観
の
変
化
等
の
視
点

も
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
２４
年
度
か
ら

２８
年
度
ま
で
の
５
カ
年
間
、
農
業

者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
な
ど
が

参
加
す
る
活
動
組
織
を
立
ち
上
げ

て
、
水
路
の
清
掃
や
草
刈
り
等
、

区
域
の
農
地
面
積
に
応
じ
て
支
援

し
、
き
め
細
や
か
な
保
全
管
理
や

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

平
成
２１
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

拡
大
し
た
、
ご
み
の
減
量
化
は
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
問

題
で
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
ご
み
収
集
は
鴨

島
と
山
川
の
２
つ
の
環
境
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成

２４
年
度
中
に
は
、
旧
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
両
セ
ン
タ
ー
の
事

務
所
と
車
両
管
理
施
設
を
整
備
す

る
計
画
で
あ
り
、
統
合
に
よ
る
効

率
化
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
鴨
島
、
川
島
、

山
川
に
点
在
し
て
い
ま
す
が
、
１

カ
所
に
統
合
す
る
た
め
、
平
成
２４

年
度
中
に
測
量
設
計
、
平
成
２５
年

度
中
に
施
設
整
備
が
完
了
で
き
る

よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
施
設
の
統
合
に
よ
る
経

費
節
減
と
事
務
の
効
率
化
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
川
島
町
に
あ
り
ま
す
中

央
広
域
環
境
施
設
組
合
の
美
化
セ

ン
タ
ー
は
、
２３
年
度
、
解
体
に
係

る
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
２４

年
度
に
解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
関
係
機
関
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
を
は

じ
め
、
組
合
に
お
い
て
鋭
意
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

健
康
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

●
介
護
保
険
事
業
計
画

こ
の
た
び
、
平
成
２４
年
度
を
初

年
度
と
す
る
３
カ
年
を
計
画
期
間

と
す
る
第
５
期
事
業
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
本
計
画
は
、
最
終
年

度
で
あ
る
平
成
２６
年
度
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
一
つ
の
目
標

期
間
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
に
、
定
期
巡
回
や
夜

間
の
訪
問
型
介
護
な
ど
を
取
り
入

れ
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

本
市
の
介
護
保
険
制
度
が
高
齢

者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

有
効
に
機
能
し
、
介
護
を
要
す
る

方
に
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
長

く
、
元
気
な
心
身
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
介
護
予
防
に
も
力
を
注

ぎ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
年
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
「
吉
野
川
市
」
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

●
地
域
福
祉
計
画

市
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
既
存

の
各
種
福
祉
関
連
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
つ
つ
、
多
く
の
方
々
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
平
成
２５

年
度
か
ら
２９
年
度
末
ま
で
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
定
め
、「
市
地

域
福
祉
計
画
」
を
平
成
２４
年
度
に

策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る

現
状
や
問
題
点
等
の
分
析
・
評
価

を
行
う
な
ど
、今
後
の
課
題
等
を
整

理
し
な
が
ら
、誰
も
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
的
な
提
供
や
地
域
福
祉
へ
の
住

民
参
加
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

地域住民による草刈り

駐車場の整備が予定されている
美郷物産館

2012年（平成24年）4月11日
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●
障
害
者
福
祉
の
充
実

近
年
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
社
会

参
加
の
た
め
に
、
日
中
活
動
の
場

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
方
々
が

増
加
し
て
お
り
、
加
え
て
、
施
設

の
利
用
基
準
の
見
直
し
な
ど
か
ら
、

利
用
環
境
の
大
き
な
変
化
に
伴
い
、

障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
し
て

い
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
参
加
が
困
難

な
障
害
者
の
方
等
が
通
所
し
て
、

能
力
と
個
性
を
発
揮
し
、
作
業
に

興
味
と
自
信
を
持
ち
、
生
活
訓
練

等
を
受
け
る
こ
と
で
、
地
域
で
自

立
し
、
輝
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
確
立
で
き
る
よ
う
、
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行

政
基
盤
の
確
立

庁
舎
東
館
の
工
事
は
、
現
在
一

階
部
分
の
工
事
中
で
、
平
成
２４
年

度
に
は
、
外
構
・
舗
装
・
本
館
改

修
工
事
な
ど
を
実
施
し
、
１１
月
末

の
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
統
合
に
併
せ
て
、

支
所
機
能
の
充
実
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
川
島
支
所
は
川
島
庁
舎

を
幼
保
連
携
施
設
と
し
て
、
整
備

す
る
こ
と
に
伴
い
、
庁
舎
敷
地
内

に
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
、

美
郷
支
所
は
、
災
害
時
等
に
お
け

る
拠
点
機
能
の
確
保
と
、
併
せ
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
」
の

一
部
を
改
修
し
、
移
転
を
行
い
、

支
所
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

次
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
、「
わ

か
り
や
す
く
」「
使
い
や
す
く
」「
心

地
よ
く
」「
手
続
き
が
早
く
終
わ

る
」
窓
口
と
す
る
た
め
、
総
合
案

内
や
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
設

け
る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
、

業
務
の
効
率
化
を
念
頭
に
、
手
続

件
数
の
多
寡
や
、
取
り
扱
う
業
務

の
関
連
性
な
ど
を
考
慮
し
、
で
き

る
限
り
集
約
し
、
よ
り
良
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

条

例

◇
吉
野
川
市
水
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
制
定
に
つ
い
て

ほ
た
る
川
下
流
域
の
よ
う
に
、

総
合
内
水
対
策
に
よ
っ
て
浸
水
被

害
を
軽
減
し
て
、
今
後
の
負
荷
が

大
き
い
開
発
行
為
を
抑
制
す
る
こ

と
で
、
流
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。

◇
吉
野
川
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

幼
稚
園
保
育
料
免
除
ま
た
は
減

免
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
条

例
で
す
。

◇
吉
野
川
市
特
別
職
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
２４
年
４
月
分
の
給
料
月
額

を
次
の
割
合
を
乗
じ
得
た
額
を
減

じ
た
額
と
し
ま
す
。

市
長

１
０
０
分
の
１０

副
市
長

１
０
０
分
の
５

予

算

◇
平
成
２３
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
１

億
７
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
２
２
０
億
２
８
８
２
万
７
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
２３
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
５

億
８
５
６
万
円
を
減
額
し
、
総
額

を
２
１
５
億
２
０
２
６
万
７
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
２３
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予
算

３
件

◇
平
成
２４
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
２４
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
９
件

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
８
〜

１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
吉
野
川
市
ぶ
ど
う
総
合
管
理
セ

ン
タ
ー
／
学
観
光
ぶ
ど
う
組
合

▼
吉
野
川
市
田
平
農
産
物
共
同
加

工
施
設
／
美
郷
梅
工
房

▼
吉
野
川
市
美
郷
農
産
物
加
工
施

設
／
吉
野
川
市
商
工
会

▼
吉
野
川
市
梅
選
果
場
／
麻
植
郡

農
業
協
同
組
合

◇
指
定
期
間
／
平
成
２４
年
４
月
１

日
〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日

人

事

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
委
員

に
推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
対
し

て
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住
友
統
祥
（
す
み
と
も
・
つ
ね
ひ

ろ
）
氏＝

６５
歳
、
美
郷
字
宗
田

誌
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.y
o
s
h
in
o
g
a
w
a
.lg
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袋

月 日（ ） 時

処理方法（いずれかに○をつけてください。）
□ ①自己処理→分別して指定収集日に自治会等で決められた場所（集積所等）に出してください。
□ ②個別収集→集積場所および排出日時を上記に記入してください。
□ ③自己搬入→持ち込み先および持ち込む日時を上記に記入してください。

`���V�)*¾y¿U�ÀReÁ_�ÂR-�¿U	>µ	>6¶_/�Û""#�/�Ü�ÝÞ
�ß"���H��$
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ごみ袋排出予定数
個別収集の場合

ご み 集 積 場 所
自己搬入の場合

持 ち 込 み 先
個別収集および自己搬入の場合

ご み 排 出 日 時

人

月 日（ ） 時～ 時

実施団体／名称

所 在 地

連 絡 者 名

電 話

参加予定人数

実 施 日 時
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昨年のレッツ・クリーンの様子

2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ７



歳入

地方交付税
65億円（32.7％）

地方譲与税・
各種交付金
7億44万6,000円
（3.5％）

国庫支出金
21億1,820万1,000円
（10.7％）

県支出金
11億2,351万2,000円（5.7％）

自主財源
　　33.1％

市税
39億6,330万7,000円（20.0％）

その他
（分担金および負担
金、使用料および手
数料、財産収入、繰
越金、諸収入）　
10億4,943万4,000円
（5.3％）

繰入金
15億5,400万円（7.8％）

市債
28億4,610万円（14.3％）

依存財源
66.9％

歳入 198億5,500万円

歳出

投資的経費
23億7,437万4,000円（12.0％）

物件費
24億1,981万2,000円
（12.2％）

補助費等
22億2,459万8,000円
（11.2％）

維持補修費
1億873万5,000円（0.5％）

繰出金
25億6,804万9,000円（12.9％）

人件費
35億5,875万6,000円
（17.9％）

予備費
3,000万円（0.2％）

扶助費
36億6,877万9,000円
（18.5％）

公債費
28億5,229万5,000円
（14.4％）

義務的
経費
50.8％

その他
37.2％

投資的経費
12.0％

投資および出資金・
貸付金、積立金
4,960万2,000円（0.2％）

歳出 198億5,500万円

�
�
�
�

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
１
９
８
億
５
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１０
億
１
１
８
０
万
円
、
率

に
し
て
４
・
８
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
予
算
規
模
と
し
て
は
、
合

併
後
、
前
年
度
に
次
ぐ
２
番
目
の

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
概
要
は
、

①
学
校
施
設
整
備
な
ど
に
よ
る

『
教
育
環
境
の
充
実
』

②
耐
震
化
事
業
な
ど
に
よ
る

『
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
』

③
定
住
促
進
な
ど
に
よ
る

『
子
育
て
支
援
の
充
実
』

な
ど
、
市
民
生
活
に
深
く
関
わ
る

喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
と
市
民
の

皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

最
優
先
に
、
市
政
が
直
面
す
る
諸

施
策
推
進
の
た
め
の
所
要
額
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
	�



	�

◎
市
税

個
人
市
民
税
の
年
少
扶
養
控
除

廃
止
や
法
人
市
民
税
の
企
業
収
益

回
復
に
よ
る
増
収
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替

え
に
伴
い
地
価
や
建
築
物
価
の
価

格
下
落
を
反
映
し
た
減
収
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
税
全
体
で

は
前
年
度
比
０
・
５
％
減
の
３９
億

６
３
３
０
万
７
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

◎
地
方
交
付
税

国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
、

地
方
交
付
税
総
額
が
前
年
度
並
み

に
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

前
年
度
同
水
準
の
６５
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

◎
県
支
出
金

緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金
な

ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
５
・

４
％
減
の
１１
億
２
３
５
１
万
２
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
市
債

庁
舎
の
統
合
整
備
事
業
（
８
億

９
３
１
０
万
円
）、
環
境
施
設
整

備
事
業
（
３
億
１
６
９
０
万
円
）

な
ど
に
市
債
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
消
防
庁
舎
整
備
事
業

や
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど

の
大
型
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
度
比
３０
・
２
％
減
の

２８
億
４
６
１
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

な
お
、
市
債
発
行
に
当
た
っ
て

は
、
合
併
特
例
債
な
ど
国
の
財
政

支
援
が
あ
る
有
利
な
市
債
の
積
極

的
な
活
用
を
図
る
こ
と
で
、
実
質

的
な
市
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
��

�
��

◎
義
務
的
経
費

【
人
件
費
】

職
員
の
削
減
（
５
人
）
等
に
よ

り
、
前
年
度
比
２
・
３
％
減
の
３５

億
５
８
７
５
万
６
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

【
扶
助
費
】

生
活
保
護
費
や
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
等
が
増
と
な
る
一
方
で
、

子
ど
も
手
当
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
０
・
２
％
減
の
３６
億

６
８
７
７
万
９
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

【
公
債
費
】

将
来
の
公
債
費
負
担
軽
減
対
策

と
し
て
実
施
す
る
繰
上
償
還
金
５

億
３
４
４
５
万
９
千
円
を
含
め
、

前
年
度
比
１６
・
０
％
増
の
２８
億

５
２
２
９
万
５
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
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平成24年度
年間支出
198万6千円

子どもへの
仕送り
子どもへの
仕送り

自治会費、
加入組合費
など

自治会費、
加入組合費
など

36万7千円
（18.5％）
36万7千円
（18.5％）

雑支出
7千円（0.4％）

定期預金
　1千円（0.0％）

生活費
59万8千円
（30.1％）

生活費
59万8千円
（30.1％）

ローン返済
28万5千円
（14.4％）

ローン返済
28万5千円
（14.4％）

家の増改築など
23万8千円（12.0％）

家や車の維持修繕
1万1千円（0.5％）

よしのがわ家の支出

25万7千円
（12.9％）

22万2千円
（11.2％）

医療・介護・
教育費
医療・介護・
教育費

平成24年度
年間収入
198万6千円

親からの仕送り
104万5千円
（52.6％）

親からの仕送り
104万5千円
（52.6％）

給料
39万6千円
（20.0％）

給料
39万6千円
（20.0％）

雑収入
2万7千円
（1.4％）

預金の取り崩し
15万5千円（7.8％）

パート収入
4万2千円（2.1％）

資産の売り
払いなど
6千円
（0.3％）

前年からの
繰越金
3万円（1.5％）

銀行からの借入
28万5千円
（14.3％）

よしのがわ家の収入

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を

合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
、１
０
０

億
７
９
８
３
万
円
で
、
予
算
総
額

に
占
め
る
割
合
は
５０
・
８
％
と
な

り
、
前
年
度
比
３
・
１
％
増
と
な

り
ま
し
た
。

◎
投
資
的
経
費

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、
従
来
か
ら
の
避
難
所
の
耐

震
化
や
消
防
団
詰
所
整
備
な
ど
の

防
災
拠
点
整
備
に
加
え
、
新
た
に

上
水
道
施
設
の
耐
震
化
等
の
新
規

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

そ
の
他
の
普
通
建
設
事
業
に
つ

い
て
も
継
続
事
業
の
庁
舎
統
合
整

備
事
業
に
加
え
、新
規
事
業
と
し
て

環
境
施
設
整
備
事
業
や
知
恵
島
地

区
公
民
館
整
備
事
業
等
も
実
施
し

ま
す
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
等
の
大
型
事
業
の
終
了
に
よ
り
、

前
年
度
比
１３
・
２
％
減
の
２３
億
７
４

３
７
万
４
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
そ
の
他
の
経
費

【
物
件
費
】

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
橋
り
ょ
う
の

点
検
や
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
増
員
に
伴
う
臨
時
職
員
の

増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
２
・

５
％
増
の
２４
億
１
９
８
１
万
２
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
補
助
費
等
】

定
住
促
進
の
た
め
の
新
婚
世
帯

家
賃
補
助
事
業
や
育
児
用
品
購
入

費
補
助
事
業
等
の
新
規
施
策
に
着

手
す
る
一
方
で
、
消
防
庁
舎
整
備

事
業
の
終
了
に
よ
り
補
助
費
全
体

で
は
１０
・
０
％
減
の
２２
億
２
４
５

９
万
８
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
繰
出
金
】

主
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
減
（
▲
２
億
９
７

７
７
万
３
千
円
）
に
よ
り
、
前
年

度
比
１０
・
１
％
減
の
２５
億
６
８
０

４
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金

な
ど
を
合
わ
せ
た
そ
の
他
の
経
費

は
、
７４
億
７９
万
６
千
円
で
、
予
算

総
額
に
占
め
る
割
合
は
３７
・
２
％

と
な
り
、
前
年
度
比
１１
・
４
％
減

と
な
り
ま
し
た
。

�������	
����

�������	
�
������

���
������

����������������� !����"# �$%&
'()#�*�+�,-./0123/ !����"# �

34�"���""���5��� !����"# �$%&

���� ��������

���	
����� �	�����

67�
�"��"�

89�
"��"��

:7�
�����"�

;<�
������

=>���?��@A�BC
������

DE��FGHI�
"�����

�������	�
�� �JKL��

MNOPQ&
34
RST�UVTWXYB
Z[BW@\]
^�\]
_`B
_]B
abc[4Wd�eA�BWabfg4hi
3�

�� �JKL��
MNOPQ&

 j�Wkj�
���
lmno�
pqrs�
_�B
tu�C
vu�
lmwx�mB�y[B
z{B

|)}
#�~��
#~��
�~��
�~"�
�~��
�~��
�#~��
��~"�
���~��

|)}
"�~��
��~��
�#~��
�~��
�#~��
��~#�
��~��
�~��
�~��

���~��

B �
"�����
�#���
#����
����
"����
������

�������
#�����

�������

B �
������
#�����
#"����
�����
#�����
###���
"�����
����
����

�������

� X
�T
���\]
�\]
m�/����hi
�*��/_`B
�B/����
���/���
����/�]
� �

� X
7��
�����
�/� ¡hi
�¢£/pqrs
¤i¥¦/���
§¨>�W©]ª��hi
«¬�®�89�
�A�
¯°�B

� �

§±

²³

�������
	
��
��
��������
���������
� !"#$��
% &'�(�)
*+,�-
../0���

� !"#$123
45657789�:1;
176777'<=,��
:1238>?9�
��@�AB(,
) $,)C+�-

2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ９



※
�新
は
、
新
規
事
業

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
３

連
動
地
震
等
に
備
え
る
た
め
、災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

�新
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
個
人
負

担
の
無
料
化

６０
万
円

�新
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

の
市
単
独
助
成

７
５
０
万
円

�新
木
造
住
宅
安
全
安
心
耐
震
改
修

支
援
事
業

５０
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
支
援
事
業
（
既
存
分
）

２
１
０
０
万
円

�新
イ
ン
フ
ラ
施
設
（
橋
り
ょ
う
・

上
水
道
等
）
の
耐
震
・
長
寿
命
化

７
７
３
０
万
円

○
雨
水
被
害
軽
減
対
策
事
業

９
４
３
６
万
円

�新
防
災
情
報
通
信
整
備
事
業
（
防

災
行
政
無
線
）

１
０
０
０
万
円

�新
河
川
監
視
カ
メ
ラ
設
置
工
事

４
０
０
万
円

○
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

４
０
０
万
円

○
避
難
所
の
耐
震
改
修
事
業

３
５
３
０
万
円

○
消
防
団
詰
所
・
格
納
庫
整
備

１
億
４
９
４
５
万
円

�
�

�
�
�
�
�
�
�


�
�

�
	


��

優
し
さ
と
思
い
や
り
、
た
く
ま

し
さ
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
育
む

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育
や
、

一
人
一
人
の
才
能
や
個
性
を
伸
ば

し
、
創
造
性
に
富
む
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
し
、
健
全
か
つ
安
全
な

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�新
学
習
環
境
向
上
（
空
調
機
器
維

持
管
理
費
等
）

４
９
３
万
円

�新
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
事

業

６
６
０
万
円

�新
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

２
億
８
５
１
６
万
円

�新
中
学
校
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
導

入
事
業

１
３
９
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事

業

２
３
４
４
万
円

○
美
郷
地
区
小
学
校
複
式
学
級
支

援
事
業

４
７
２
万
円

�新
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
配
置
事
業
（
小
学
校
）

２
１
０
万
円

○
適
応
指
導
教
室
事
業３

５
４
万
円

○
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー
事

業

８
０
５
万
円

�新
森
山
小
学
校
図
書
室
棟
改
築
事

業

５
３
０
０
万
円

�新
教
育
施
設
耐
震
改
修
事
業

１
０
３
９
万
円

�新
知
恵
島
地
区
公
民
館
整
備
事
業

５
５
１
７
万
円

�新
第
２７
回
国
民
文
化
祭
事
業

３
５
０
万
円

�新
地
域
伝
統
芸
能
等
保
存
事
業

１
１
５
万
円

○
体
育
振
興
補
助
事
業

１
５
６
０
万
円

�

�
�
�
�
�
�
�
��

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

の
誕
生
を
祝
し
、
家
庭
や
地
域
の

中
で
安
全
に
す
く
す
く
育
つ
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

�新
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事
業

２
０
０
万
円

�新
育
児
用
品
購
入
費
助
成
事
業

６
０
０
万

�新
こ
ど
も
園
整
備
事
業

１
１
９
６
万
円

�新
鴨
島
児
童
館
移
転
整
備
事
業

２
０
０
０
万
円

�新
保
育
所
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業

２
２
０
万
円

○
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

４
９
０
万
円

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

４
３
５
万
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業

２４
万
円

○
放
課
後
児
童
対
策
事
業

５
１
６
９
万
円

○
出
産
祝
金
支
給
事
業６

２
０
万
円

○
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

１
億
２
８
０
０
万
円

○
子
ど
も
手
当
事
業

６
億
２
５
３
７
万
円

○
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

２
億
１
９
１
６
万
円

�

�
�
�
�
�
 �

環
境
、
景
観
、
地
域
の
特
性
な

ど
に
着
目
し
、
潤
い
に
満
ち
た
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
空
間
を
整
備

し
、
人
に
優
し
く
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

�新
ま
ち
づ
く
り
地
域
づ
く
り
応
援

事
業
補
助
金

１
０
０
万
円

�新
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金
事
業

３
３
０
万
円

�新
農
商
地
域
連
携
推
進
事
業

１
０
０
万
円

�新
官
・
学
ま
ち
づ
く
り
連
携
事
業

５０
万
円

○
自
治
振
興
事
業

２
８
４
４
万
円

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
幹
線
整
備
支

援
事
業

４０
万
円

�新
市
有
林
素
材
生
産
事
業
（
市
有

林
間
伐
）

１
０
０
０
万
円

�新
水
田
事
業
（
青
年
就
農
給
付
金

等
）

５
０
０
万
円

○
と
く
し
ま
明
日
の
農
林
水
産
業

づ
く
り
事
業
補
助
金

６
４
２
万
円

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

５
０
４
７
万
円

○
森
林
等
整
備
事
業７

２
０
５
万
円

�新
商
工
会
合
併
支
援
特
別
事
業

８
０
０
万
円

○
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
事
業

２
８
３
万
円

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業

１
４
７
１
万
円

�
�
��
�
�
�
	


�
�

�
�「自分たちのまちは自分たちで守る」

自主防災組織
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○
観
光
振
興
事
業

２
５
４
８
万
円

○
美
郷
物
産
館
整
備
事
業

２
４
８
６
万
円

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��

地
域
社
会
の
中
で
、
誰
も
が
健

康
で
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、
助
け

合
う
、
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
感
あ
ふ

れ
る
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

�新
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

４
４
９
万
円

�新
公
会
堂
等
整
備
事
業１

３
０
万
円

○
Ｄ
Ｖ
対
策
自
立
支
援
事
業

４
０
０
万
円

○
保
健
対
策
推
進
事
業

９
９
５
８
万
円

○
母
子
保
健
事
業

４
２
１
６
万
円

�新
老
人
憩
の
家
整
備
事
業

９５
万
円

○
高
齢
者
福
祉
事
業２

０
４
７
万
円

○
長
寿
祝
賀
事
業

７
２
２
万
円

○
障
害
者
福
祉
事
業

１０
億
１
４
４
０
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
対

策
事
業

１
億
３
９
６
０
万
円

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

自
然
災
害
や
火
災
、
事
件
・
事

故
等
に
備
え
る
た
め
、
道
路
整
備

や
安
全
施
設
整
備
を
進
め
、
市
民

生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適

性
に
重
点
を
置
い
た
基
盤
整
備
を

図
り
ま
す
。

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
事
業

６
３
５
万
円

○
交
通
安
全
対
策
事
業８

０
０
万
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業
（
一
部

再
掲
）

３
億
８
１
７
３
万
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

１
５
２
万
円

○
地
方
バ
ス
路
線
対
策
事
業
（
代

替
バ
ス
）

６
７
２
万
円

○
巡
回
バ
ス
運
営
事
業３

０
５
万
円

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
��

地
域
の
環
境
づ
く
り
や
地
球
環

境
の
保
全
に
向
け
た
諸
施
策
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
し
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

�新
江
川
湧
水
等
環
境
保
全
事
業

２
０
８
万
円

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業

６
５
０
万
円

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

６
２
０
万
円

�

�
 
!
�
"
#
$
%
&
'
(
)

*
�
+
,�

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
目
指
し
、
行
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

�新
窓
口
業
務
等
改
善
事
業

１
２
１
４
万
円

○
民
間
活
力
導
入
推
進
事
業

１
７
２
５
万
円

○
地
方
債
繰
上
償
還
事
業

５
億
３
４
４
６
万
円

�新
環
境
施
設
整
備
事
業

３
億
５
３
４
７
万
円

○
庁
舎
統
合
整
備
事
業

１０
億
５
０
８
１
万
円

�新
人
事
評
価
制
度
導
入
・
研
修
事

業

１
６
８
万
円

特
別
会
計
・
企
業
会
計

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

さ
ら
に
推
進
す
べ
く
、
一
般
会
計

か
ら
の
出
資
額
と
し
て
３
１
４
５

万
円
を
繰
入
れ
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

“名水百選”の江川湧水源

���� �������

	
���
���
���������
�������
���������
�������
�������
�������
������
���

���� �������

	
���
���
�������
�������
�������
�������

� � �

�� !"#$%��
&'()*+,$%��
-."#$%��
/012345$%��
$678"9/012345$%��
:5;<=245$%��
>?2345$%��
@ABCD$%��

� � �

EF
GH
EF
GH

EIJEFKLMGH

NOJEFKLMGH

2345
� �

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課

�
２２
‐
２
２
２
１

2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ１１



�������	
������

�������������������������� !
��"#$%&'()%&*+,-.-/0
1234"567�8��!��"9:9:�;<�=/>?�����@ABCDEF�GH
I

J�KL�MN
��.O0

P ����QRSTU!��"#$%&
()%&�VQ-��W:XY8QR-.O0���
�Z[&��&��\]8O0 ������^_`ab���Z[+�&�c\]ab��\]�de
Zfbg.O0*
��� h !��"#$%&�ijkcc]lm n()I&$opp\]*q()%�kr�_st

P ����uvU()�w=S���x�'x�yVz{�|}���!~�"8��/S��
��
�����+uv�g.O0

�������	
��
�������������Iab�-dag�S��=����^�abi^�.8�����

-�;<�=/>e.O0i^��-/���&�����=�_ĉ �z���Iab���
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� � � � � � � � � � ��

国の負担金
25％

国の負担金
25％

第1号保険料
20％

第1号保険料
20％

第2号保険料
30％

第2号保険料
30％

県の負担金
12.5％

県の負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

国の負担金
25％

国の負担金
25％

第1号保険料
21％

第1号保険料
21％

第2号保険料
29％

第2号保険料
29％

県の負担金
12.5％

県の負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度（年度）

50

46

42

38

34

30

（億円）

金
額

介護サービス給付費

決算額・決算見込額・計画額

介護保険事業は介護保険法の規定に基づき、３年ごとに計画内容の見直しを行っています。
第１号被保険者（６５歳以上）の増加に伴い、認定者数が増加し、各サービス利用者も増加していく見込

みとなります。したがって、介護サービス給付費も今後も増加が予想されます。（図１）
今回の見直しで、平成２４年度から２６年度までの介護保険料の、保険料基準額（月額）を、４，９７５円から５，２８５
円に改定いたします。
保険料改定にあたり、今回は保険料の

試算に次の要素が加わっています。
①高齢層の増加、若年層の減少に伴い、
第１号被保険者（６５歳以上）の負担率が、
２０％から２１％になりました。（図２）
②財政安定化基金（国・県・市町村が３
分の１ずつ拠出していた県の基金）の取
り崩しを行い、介護保険料の軽減等に活
用します。
③保険料の上昇を抑えるため、これまで
積み立てられている介護給付費準備基金
を取り崩し、保険料財源に活用します。
④保険料段階第６段階の基準所得金額が２００万円から１９０万円に改正されました。
介護が必要になってもいきいきと安心して暮らしていけるまちづくりに取り組めるよう、皆さんのご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。
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RHST446

RHST446

BTSU446

UTS4446

VRSB446

TIS�446

IUSH446

12:;

WX-Y4ZU

WX-Y4ZU

WX-Y4ZTU
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P[\]Q

WX-YHZ44

WX-YHZ�U

WX-YHZU4

9H:;^)N


9�:;^)N


9R:;^)N


9B:;^)N


9U:;^)N


9V:;^)N


ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！
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「ふるさと納税」とは、吉野川市に対して実際に税金を納めることではなく、寄附をしていただくことをいい

ます。寄附していただいた金額の一部が本来納めるべき税金から控除されることにより、結果的に吉野川市に納
税するのとほぼ同じ効果（市の収入）になります。
税控除には上限がありますが、住民税所得割額の１割相当額までの寄附金であれば、２千円を超える額が所得

税と住民税でそれぞれ控除の対象となります。
吉野川市で生まれ、育った方だけに限らず、吉野川市を第２のふるさと、心のふるさとと思ってくださる方も

「ふるさと納税」できます。
詳しくは、市企画財政課（寄附金の手続き関係）または市税務課（税控除関係）までお問い合わせいただくか、

市ホームページをご覧ください。
����� �����
 �������� ��	
 �������� ������ http : //www.city.yoshinogawa.lg.jp/

川

島

薬

草

園

メ
グ
ス
リ
ノ
キ

カ
エ
デ
科

川
島
薬
草
園
に
あ
る
メ
グ
ス

リ
ノ
キ
は
、
日
本
に
し
か
自
生

し
て
い
な
い
珍
し
い
木
で
カ
エ

デ
科
の
落
葉
高
木
で
す
。

標
高
７
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後

の
山
中
に
多
く
見
ら
れ
、
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
雌
花
・
雄

花
と
も
に
淡
黄
色
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

「
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
」
と
い
う

名
前
は
、
樹
皮
や
葉
を
せ
ん
じ

た
汁
で
目
を
洗
う
と
眼
病
に
効

く
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

樹
皮
３
〜
５
グ
ラ
ム
を
せ
ん

じ
た
汁
で
洗
眼
、
点
眼
す
れ
ば

目
薬
と
し
て
有
効
と
さ
れ
、
一

日
に
１５
〜
２０
グ
ラ
ム
を
せ
ん
じ

て
服
用
す
れ
ば
眼
病
、
肝
臓
疾

患
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
千

里
眼
の
薬
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供

眞
鍋
佳
資
）
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市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
方
へ

〜
外
国
人
住
民
が
住
民
基
本
台
帳
制

度
の
対
象
に
な
り
ま
す
〜

平
成
２４
年
７
月
９
日
（
以
下
、
施
行

日
）
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
法
が

施
行
さ
れ
、
新
た
に
外
国
人
住
民
が
住

民
基
本
台
帳
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
施

行
日
以
降
は
外
国
人
住
民
も
住
民
票
に

記
載
さ
れ
る
な
ど
、
手
続
き
や
サ
ー
ビ

ス
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

○
外
国
人
住
民
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

ま
す
。

外
国
人
住
民
も
日
本
人
住
民
と
同
じ

よ
う
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
日

本
人
と
外
国
人
の
混
合
世
帯
も
、
１
枚

の
住
民
票
の
写
し
に
世
帯
全
員
が
記
載

さ
れ
た
も
の
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

住
民
票
の
対
象
と
な
る
方
は
、
観
光

目
的
な
ど
の
短
期
滞
在
者
を
除
い
た
、

適
法
に
３
カ
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外

国
人
の
方
な
ど
で
す
。
在
留
期
間
の
更

新
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
外
国
人
登
録
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
る
日

と
同
じ
日
に
入
国
管
理
に
関
係
す
る
制

度
も
変
わ
り
、
ま
た
、
外
国
人
登
録
制

度
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

在
留
資
格
や
在
留
期
間
の
更
新
な
ど

は
今
ま
で
ど
お
り
入
国
管
理
局
で
行
い

ま
す
が
、
そ
の
後
に
市
区
町
村
で
変
更

登
録
手
続
き
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、

届
出
事
項
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
「
外
国
人
登
録
証
明

書
」
は
、
特
別
永
住
者
の
方
に
は
市
区

町
村
で
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」、
そ

れ
以
外
の
方
に
は
入
国
管
理
局
で
「
在

留
カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
施
行
日
後
の
「
外
国
人
登
録

証
明
書
」
の
有
効
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。
有
効
期
間
内
に
切
り
替
え
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
施
行
日
以
降
の
「
外
国
人
登
録
証
明

書
」
の
有
効
期
間

☆
特
別
永
住
者
…
表
面
記
載
の
「
次
回

確
認
（
切
替
）
申
請
期
間
」
の
日
ま
た

は
平
成
２７
年
７
月
８
日
の
い
ず
れ
か
遅

い
日
ま
で
。

☆
永
住
者
…
平
成
２７
年
７
月
８
日
ま
で
。

☆
永
住
者
以
外
の
方
…
在
留
期
間
終
了

ま
で
。

☆
１６
歳
未
満
の
方
…
在
留
期
間
終
了
日
、

１６
歳
の
誕
生
日
ま
た
は
平
成
２７
年
７
月

８
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
。

○
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

施
行
日
後
は
、
外
国
人
住
民
も
日
本

人
住
民
と
同
様
に
転
出
届
の
手
続
き
を

行
い
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、

転
入
先
の
市
区
町
村
で
転
入
届
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

住
所
を
変
更
す
る
場
合
は
「
特
別
永

住
者
証
明
書
」「
在
留
カ
ー
ド
」
を
持
っ

て
市
民
生
活
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
「
仮
住
民
票
」
で
内
容
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

７
月
の
施
行
に
先
立
ち
、
吉
野
川
市

に
お
い
て
外
国
人
登
録
中
で
対
象
者
と

な
る
方
に
は
、
５
月
ご
ろ
に
「
仮
住
民

票
」
を
作
成
し
て
送
付
す
る
予
定
で
す

の
で
、
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
施
行
日
ま
で
に
在
留
期
間

が
終
了
す
る
予
定
の
方
は
作
成
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
７
月
ま
で
に
在
留

期
間
を
更
新
し
た
方
は
、
市
民
生
活
課

で
外
国
人
登
録
の
変
更
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、「
仮
住
民
票
」
は
内
容
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

証
明
書
類
に
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
住
民
票
、
転
出
等
に
関
す
る
こ
と

市
市
民
生
活
課

�
２２
‐
２
２
１
０

○
入
国
、
在
留
管
理
に
関
す
る
こ
と

高
松
入
国
管
理
局

�
０
８
７
（
８
２
２
）
５
８
５
２

平成２４年３月１日現在

市民のうごき

計１２，９９３人 男５，３５１人 女７，６４２人

外国人登録（前月比）

（＋ ７）

（＋ ２）

（＋ ５）

（＋ ５）

３０９人

５９人

２５０人

２８５世帯

住民基本台帳（前月比）

（－３０）

（－２０）

（－１０）

（＋１３）

※６５歳以上人口

１７，５８６世帯

４４，４８２人

２１，１０４人

２３，３７８人

計

男

女

世帯数

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火 災

１件

１件

救急出動

１６４件

１６４件

１
月

累
計

１
月

累
計

※
累
計
は
平
成
２４
年
１
月
か
ら
の
も
の
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�人 権 相 談�
飯尾敷地コミュニティセンター

吉野川市交流センター人権擁護委員会室

山川庁舎２０２会議室

飯尾敷地コミュニティセンター

�行 政 相 談�
市役所１階相談室

美郷庁舎２階会議室

川島公民館会議室

山川庁舎１階１０１会議室

市役所１階相談室

�司法書士会による無料法律相談�
市役所１階相談室

市役所１階相談室

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１０：００～１２：００

９：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

４月１２日�
４月１７日�
４月２４日�
５月１０日�

４月１２日�
４月１９日�
５月１日�
５月７日�
５月１０日�

４月２０日�
５月１８日�
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市
政
懇
談
会
を
開
催

各
種
団
体
な
ど
を
対
象
に
、「
ま

ち
づ
く
り
」
に
対
し
て
の
課
題
や

問
題
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
、

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
月
２３
日
は
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
２
月

１３
日
は
、
鴨
島
商
業
高
校
の
生
徒

さ
ん
と
開
催
し
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

○
公
立
幼
稚
園
の
３
年
保
育
化
に

つ
い
て
。

○
子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設
が
少
な

い
の
で
造
っ
て
ほ
し
い
。

○
男
性
の
保
育
士
の
採
用
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

○
学
校
で
動
物
と
ふ
れ
あ
え
る
場

所
や
機
会
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

○
麻
植
協
同
病
院
の
移
転
に
伴
い
、

小
児
科
医
の
増
員
に
つ
い
て
。

○
保
育
所
の
保
育
料
に
つ
い
て
。

○
鴨
島
駅
前
通
り
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
な
ど
を
造
っ
た
ら
市

の
活
性
化
に
な
る
の
で
な
い
か
。

○
菊
人
形
を
鴨
島
駅
前
に
も
置
い

た
ら
ど
う
か
。

○
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

を
開
催
す
れ
ば
ど
う
か
。

○
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
造
り
、

大
き
な
大
会
を
す
れ
ば
、
市
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

○
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
を
か
た

ど
っ
た
、
関
連
グ
ッ
ズ
を
作
っ

て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

※
い
た
だ

き
ま
し
た

ご
意
見
等

は
、
今
後

の
ま
ち
づ

く
り
に
反

映
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
。

「
と
く
し
ま
自
主
防
災
活

動
賞
」
を
受
賞

１
月
２２
日
、
徳
島
県
自
主
防
災

組
織
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
と

く
し
ま
自
主
防
災
活
動
賞
」
を
、

西
川
田
地
区
自
主
防
災
会
が
受
賞

し
ま
し
た
。

西
川
田
地
区
自
主
防
災
会
は
、

毎
年
、
消
防
署
・
消
防
団
・
小
学

校
と
協
力
し
て
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
す
る

な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

２
月
２５
日
に
鴨
島
町
中
島
の
井

上
進
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
、
市
や
県
か
ら
祝
い
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
、
太
平
洋
戦
争
に

出
征
し
、
敗
戦
後
約
２
年
間
シ
ベ

リ
ア
で
抑
留
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、

帰
国
後
は
９０
歳
こ
ろ
ま
で
繭
の
仕

入
れ
業
に
従
事
さ
れ
て
き
た
と
の

こ
と
。

現
在
は
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
体

調
は
良
好
で
、
歌
謡
曲
を
聴
い
た

り
得
意
の
書
道
を
し
た
り
し
て
過

ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
３１
人
（
女
性
２６
人
男
性
５

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

美
郷
で
花
見
ウ
オ
ー
ク

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
開
催
中
の

３
月
４
日
、
美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園

を
発
着
点
に
し
た
「
梅
の
花
見
ウ

オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
約
３
２

０
人
が
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
雨
の
中
２
㎞
か
ら
１０

㎞
の
５
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発

し
、
途
中
の
休
憩
所
で
は
接
待
な

ど
も
あ
り
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
終
了
後
に
は
、
参
加

賞
と
し

て
美
郷

の
特
産

品
が
渡

さ
れ
、

美
郷
の

春
を
満

喫
し
ま

し
た
。

消
防
庁
消
防
団
等
表
彰
式

２
月
２０
日
、日
本
消
防
会
館
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港
区
）

に
お
い
て
、
消
防
庁
消
防
団
等
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
吉
野
川
市
消

防
団
が
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
市
消
防
団
は
、
特
定
の
活

動
・
役
割
の
み
に
参
加
す
る
機
能

別
消
防
団
員
制
度
を
積
極
的
に
導

入
し
、
Ｏ
Ｂ
班
や
女
性
班
を
組
織

す
る
な
ど
、
団
員
の
確
保
を
行
い
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞

し
た
全
国
２１
消
防
団
の
代
表
と
し

て
、
消
防
庁
長
官
よ
り
受
領
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
庁
消
防
団
協
力
事

業
所
に
麻
植
郡
農
業
協
同
組
合
が

認
定
さ
れ
表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

麻
植
郡
農
業
協
同
組
合
は
、
従

業
員
に
多
く
の
消
防
団
員
が
在
籍

し
て
お
り
、
就
業
時
間
中
の
消
防

団
活
動
へ
の
配
慮
や
、
事
業
所
敷

地
を
無
償
提
供
す
る
な
ど
、
消
防

団
活
動
に
対
す
る
深
い
理
解
と
協

力
が
評
価
さ
れ
認
定
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

��
��
��
��

県知事より表彰を受ける
西川田地区自主防災会会長

（写真左）

雑紙は 雑誌の日 袋いらないので 得します。

井上 進さん

久保消防庁長官より代表受領する
相原消防団長（写真左）

市政懇談会の様子

美郷の春を満喫しながらのウオーキング
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川
島
中
学
校
生
徒
、

ホ
テ
ル
で
職
場
体
験

２
月
７
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
鴨
島
に
市
立
川
島
中
学
校
２
年

生
５
人
が
招
待
さ
れ
、
特
別
限
定

メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
職
場
体

験
を
し
た
生
徒
た
ち
が
、「
女
性

の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
シ
ェ
フ
が

商
品
化
し
た
も
の
で
、
生
徒
た
ち

は
ス
ー
プ
か
ら
始
ま
る
コ
ー
ス
料

理
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
自
分
た

ち
の
発
案
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら

れ
た
ヘ
ル
シ
ー
で
季
節
感
の
あ
る

一
品
一
品
を
味
わ
い
ま
し
た
。

学
校
再
編
計
画
策
定
委

員
会
開
催

２
月
２９
日
、
川
島
庁
舎
で
、
第

２
回
吉
野
川
市
学
校
再
編
計
画
策

定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
と
し
て
、
ま
ず
「
学

校
再
編
計
画
素
案
作
成
ま
で
の
工

程
表
」
を
事
務
局
か
ら
提
案
し
ま

し
た
。
工
程
表
で
は
、
６
月
ま
で

に
適
正
規
模
や
適
正
配
置
の
基
準

な
ど
基
本
的
な
考
え
方
を
協
議
し
、

１１
月
を
目
標
に
具
体
的
な
再
編
計

画
を
ま
と
め
て
、
本
年
１２
月
の
答

申
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
学
校
再
編
計
画
の
「
基

本
方
針
」
に
つ
い
て
は
、

①
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

は
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
望
ま

し
い
教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
計
画
の
内
容
は
、
通
学
距
離
や

通
学
時
間
は
も
と
よ
り
、
通
学
途

上
の
安
全
確
保
に
十
分
配
慮
し
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
学
校
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
既
存
校
舎
の
活
用
を
原
則
と

し
、
防
災
上
の
安
全
性
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
教
育
に
対
応
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

④
計
画
の
対
象
は
、
市
立
の
小
学

校
及
び
中
学
校
と
す
る
こ
と
。
幼

稚
園
は
、
保
育
所
と
と
も
に
就
学

前
施
設
と
し
て
幼
保
一
体
化
を
目

指
し
、
幼
保
再
編
計
画
を
別
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

以
上
４
点
に
基
づ
く
と
い
う
方

針
を
提
案
し
ま
し
た
。

続
い
て
「
適
正
規
模
の
基
準
」

に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た
学
級

編
制
の
上
限
人
数
や
徳
島
県
が
定

め
た
独
自
基
準
の
こ
れ
ま
で
の
変

遷
と
、
現
在
の
市
立
小
・
中
学
校

の
現
状
を
説
明
し
、
本
市
の
適
正

規
模
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
事
項
に
先
立
ち
、

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
ほ
か
２
件
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
学

校
施
設
の
課
題
に
関
す
る
設
問
、

望
ま
し
い
児
童
・
生
徒
数
や
学
級

数
な
ど
適
正
規
模
に
関
す
る
設
問
、

学
校
ま
で
の
通
学
距
離
・
手
段
や

地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
適
正
配
置

に
関
す
る
設
問
な
ど
の
回
答
を
集

計
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、

会
議
資
料
や
会
議
録
概
要
版
と
同

様
に
、
教
育
総
務
課
、
各
支
所
地

域
課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
教
育
総
務
課
�
４２
‐
４
１
１
３

�
�
�
�
�
�
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山
川
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
山
川
地
区
の
人
権
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
研
修
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
の
促
進
や
啓
発
推

進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
に
実
施
し
た
活
動

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
６
月
１７
日
に
総
会
を
開
催
し
、

総
会
終
了
後
に
役
員
を
中
心
に
人

権
問
題
全
般
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

「
え
っ
！
こ
れ
も
人
権
？
」
を

視
聴
し
、
正
し
い
認
識
を
も
つ
た

め
に
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
身
近

な
問
題
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

▼
９
月
１１
日
に
は
、
山
川
中
学
校

３
年
生
有
志
に
よ
る
人
権
劇
「
鬼

の
伝
説
」
が
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
、
涙
あ

り
の
場
面
が
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
、

最
後
は
会
場
全
体
か
ら
沸
き
起

こ
っ
た
大
き
な
拍
手
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
出
演
者
の
素
晴
ら
し
い

団
結
力
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
鬼

の
行
動
が
私
た
ち
人
間
に
大
切
な

こ
と
は
何
か
を
問
い
か
け
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
１２
月
１１
日
に
は
、
山
川
中
学
校

の
人
権
学
習
の
公
開
授
業
の
あ
と
、

体
育
館
に
お
い
て
山
川
地
区
人
権

教
育
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

板
東
秀
則
さ
ん
に
よ
る
「
人
間

に
な
ろ
う
人
間
を
磨
こ
う
人
間

を
輝
か
せ
よ
う
」
と
題
し
た
講
演

で
、
力
強
く
語
る
中
に
、
人
間
そ

の
も
の
の
生
き
方
と
は
何
か
を
教

え
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
生
徒
が
制
作

し
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
も
展
示
さ
れ

て
い
て
、
多
く
の
方
が
見
い
っ
て

い
ま
し
た
。

今
後
も
住
民
一
人
一
人
の
人
権

意
識
の
高
揚
を
め
ざ
し
、
一
層
充

実
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
�
２２
‐
２
２
２
９

色とりどりの料理に舌鼓

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

人権劇「鬼の伝説」の様子
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金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当

す
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い

９
月
下
旬
に
金
婚（
５０
周
年
）・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚（
６０
周
年
）記
念
式
典
を
実

施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
次
の
基
準

に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚
（
５０
周
年
）
該
当
者

昭
和
３７
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
６０
周
年
）該
当
者

昭
和
２７
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者

で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
は
、

申
込
書
と
一
緒
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
す
で

に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
が
遅
れ
た
方
、
９
月
２
日

以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該

当
と
な
る
方
は
、
平
成
２５
年
度
以
降
の

記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
７
月
３１
日
�

【
申
込
方
法
】
福
祉
総
務
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）ま
た
は
支
所
地
域
課（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）
へ
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課

高
齢
福
祉
係

�
２５
‐
２
１
１
１

軽
自
動
車
税
の
減
免

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申
請

す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

①
心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等

（
本
人
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の

印
鑑
・
免
許
証
・
車
検

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
等

○
車
両
が
変
更
に
な
る
と
再
申
請
が
必

要
で
す
。

（
家
族
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の

印
鑑
・
免
許
証
・
車
検

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
通
院
証
明
等

○
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

②
心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
の
家
族

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
１８
歳
未
満
、

療
育
手
帳
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の

家
族
運
転
の
場
合
と
同

様
で
す
。

（
な
お
、
①
②
い
ず
れ
の
場
合
も
障
害

区
分
・
級
別
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
で
１
台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。）

③
身
体
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め
に
構

造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車
い

す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
等

※
平
成
２４
年
度
の
減
免
申
請
期
限
は
、

５
月
２４
日
�
で
す
。期
限
以
降
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
課
税
第
２
係

�
２２
‐
２
２
１
５

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

平
成
２３
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、２４
年
４
月
以
降
、森
林
の
土
地
の
所

有
者
と
な
っ
た
方
は
、
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
吉
野
川
市
内
で
森

林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、

市
役
所
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、面
積
に
関
わ
ら

ず
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

日
か
ら
９０
日
以
内

問
い
合
わ
せ

市
農
地
林
業
課

�
２２
‐
２
２
２
３

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
（
吉
野
川
）

林
務
担
当

�
２６
‐
３
７
９
１

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

促
進
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

４
月
か
ら
、
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
』
を
送

付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
処
方
さ
れ

て
い
る
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
を
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に

切
り
替
え
た
場
合
に
、
薬
代
の
自
己
負

担
額
が
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
の
か
、

そ
の
一
例
を
、
削
減
額
が
大
き
い
方
を

対
象
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
市
国
保
年
金
課
（
市
役
所

１
階
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課

�
２２
‐
２
２
１
３
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飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。
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無
料
年
金
相
談
の
開
催

年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決
と
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
図
る
た
め
、『
社

会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
年
金
相

談
』
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

※
施
設
の
予
約
の
調
整
等
に
よ
り
、
会

場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容

①
年
金
に
関
す
る
一
般
相
談

②
年
金
裁
定
、
届
書
等
の
記
入
方
法

③
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」、「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」、「
厚
生
年
金
加
入
記
録
の
お

知
ら
せ
」
等
に
関
す
る
相
談

④
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
に

よ
る
公
的
年
金
加
入
記
録
に
関
す
る
相
談

申
込
方
法

相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら
徳
島
県

社
会
保
険
労
務
士
会
ま
た
は
市
国
保
年

金
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
は
、
相
談
者
氏
名
、
基

礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
等
に
つ
い
て

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

�
０
１
２
０
（
９
６
７
９
５
１
）

市
国
保
年
金
課

�
２２
‐
２
２
１
３

就
学
援
助
費
支
給
制
度

経
済
的
な
理
由
で
、
小
・
中
学
校
に

通
う
子
ど
も
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
、
学
校
教
育

に
必
要
な
費
用
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。援

助
の
対
象
は
、
保
護
者
の
う
ち
、

生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

（
生
活
保
護
者
）
に
準
ず
る
程
度
に
困

窮
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
就
学
援
助
費
支
給
に
つ
い
て

は
、
世
帯
の
所
得
状
況
等
に
よ
り
決
定

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課

�
４２
‐
４
１
１
４

７０
歳
か
ら
７４
歳
の
方
の

窓
口
負
担
見
直
し
の
延
期

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
７０

歳
か
ら
７４
歳
の
方
（
現
役
並
み
の
所
得

の
あ
る
方
以
外
）
の
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
が
、
４
月
１
日
か
ら
２
割
負
担

へ
見
直
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
見
直

し
を
１
年
間
凍
結
し
、
平
成
２５
年
３
月

３１
日
ま
で
負
担
割
合
を
１
割
に
据
え
置

く
こ
と
が
国
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し

た
。改

め
て
延
期
後
の
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

部
負
担
金
の
割
合
が
「
２
割
（
平
成
２４

年
３
月
３１
日
ま
で
は
１
割
）」
と
記
入

さ
れ
て
い
る
、
以
前
の
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、延
期
後
の「
高
齢
受
給
者
証
」

が
ご
自
宅
に
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

�
２２
‐
２
２
１
３

防
災
警
報
器
の
取
り
付
け
は

お
済
み
で
す
か
？

住
宅
用
防
災
警
報
器
（
火
災
報
知

器
）
は
、
消
防
法
に
よ
り
取
り
付
け
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
取
り
付
け
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、

左
記
に
該
当
さ
れ
る
方
（
世
帯
）
は
、

無
料
で
取
り
付
け
で
き
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方

①
吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方
。

②
世
帯
全
員
の
当
該
年
度
の
市
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

③
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
お
よ
び

高
齢
者
の
み
の
世
帯
。

④
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、

療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
所
持
者
の
い

る
世
帯
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課

福
祉
総
務
係

�
２５
‐
２
１
１
１

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

開設日・時間・場所

午前１０時～
午後３時

吉野川市役所
１階相談室
または

２階２０３会議室

４月２４日�
５月２４日�
６月２１日�
７月２６日�
８月２３日�
９月２５日�
１０月２５日�
１１月２２日�
１２月２０日�
１月２４日�
２月２１日�
３月２１日�

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回
第９回
第１０回
第１１回
第１２回

2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ１９
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
へ
の
救
急
対
策
と
し
て
、「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
は
、

急
病
や
災
害
時
な
ど
万
一
の
と
き
に
、

氏
名
・
か
か
り
つ
け
医
・
健
康
保
険
・

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
を

キ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
お
き
、
救
急
医
療
等
に
活
用
す
る
も

の
で
す
。

左
記
に
該
当
さ
れ
る
方
（
世
帯
）
は
、

無
料
で
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
福
祉
総

務
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
ほ
か
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。な
お
、住
民
税
課
税
・

非
課
税
は
問
い
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
方

吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
の
次
の
方
。

①
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
お

よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
。

②
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
た
方
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課

福
祉
総
務
係

�
２５
‐
２
１
１
１

美
郷
内
で
の
工
事
は

問
い
合
わ
せ
が
必
要
で
す

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
内
で
工
事
を
す
る
場
合
、

文
化
財
保
護
法
で
現
状
変
更
申
請
が
必

要
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
美
郷
は
、
国
指
定
天
然
記

念
物
「
美
郷
の
ホ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
発

生
地
」
と
し
て
全
域
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
に
影
響
の
あ
る
工
事
は

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
美
郷

内
で
工
事
を
計
画
す
る
際
に
は
、
生
涯

学
習
課
（
山
川
庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

�
４２
‐
４
１
１
７

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

�

�

��

��
��
��

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
は
、
子
育
て
中
の
家
族
が
安
心

し
て
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き

る
よ
う
に
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
が
お

互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

依
頼
会
員
と
提
供
会
員

「
依
頼
会
員
」
と
は
、
０
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
預
か
っ

て
欲
し
い
方
で
す
。「
提
供
会
員
」
と

は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
子
育
て
支
援

に
熱
意
が
あ
り
、
自
宅
な
ど
で
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
す
。

活
動
内
容

☆
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
お
よ
び
帰
宅

後
、
子
ど
も
を
預
か
る
。

☆
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校
行

事
の
際
、
子
ど
も
を
預
か
る
。

☆
買
い
物
な
ど
外
出
の
際
、
子
ど
も
を

預
か
る
。

な
ど
の
緊
急
的
・
一
時
的
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

活
動
時
間
と
利
用
料
金

依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接
支
払

い
ま
す
。

●
月
〜
金
の
午
前
７
時
〜
午
後
９
時

１
時
間
７
０
０
円

●
右
記
以
外
と
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始

１
時
間
８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

�
２５
‐
６
６
１
６

平平成成２２４４年年度度 ヒヒブブ・・小小児児用用肺肺炎炎球球菌菌・・子子宮宮頸頸（（けけいい））ががんん予予防防ワワククチチンン接接種種
平成２４年度も継続して、次の対象の方に費用助成をします。
＜接種費用助成対象者＞

������ �	
�� ��������

子宮頸がん予防ワクチン

・中学１年生～高校１年生相当年齢の女子
・高校２年生相当年齢の女子（平成２３年１０月１日～平
成２４年３月３１日の間に１回以上接種している方）

・中学１年生相当年齢の女子には、個人通知します。

・平成２３年度から対象年齢となっている方は、お持ちの通知書・予診票をご使用ください。
・接種間隔が開き過ぎた場合は自己負担となりますので、間隔を確認して接種してください。

ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン

生後２カ月以上 ５歳未満

・初回接種年齢により、接種回数が違います。

予防接種名

対象年齢

注意事項

見直して！ 健康損なう 食生活

２０
2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ
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平
成
２５
年
歌
会
始
の
お
題
お

よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

お
題

「
立
」

○
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

・
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に

お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月

日
、
職
業
を
、
縦
書
き
、
毛
筆
自

筆
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
に
て
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
印
字
し
、
理
由
を
別
紙

に
書
い
て
添
え
て
く
だ
さ
い
。
視

覚
障
害
の
方
は
点
字
で
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

９
月
３０
日
�
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

あ
て
先

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

宮
内
庁

問
い
合
わ
せ

宮
内
庁
式
部
職

あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
２０
日
�

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

「
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
」

を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
ケ
シ
」

は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
植
え
て
は
い
け
な
い

ケ
シ
」
が
一
般
家
庭
の
庭
や
畑
、

野
原
に
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
生
し
て
い
る
ケ
シ
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
や
都
道

府
県
に
お
い
て
除
去
を
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
根
絶
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
発
見
し
た
場
合
、
吉

野
川
保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
に
は

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱

用
は
、
単
に
乱
用
者
自
身
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
の
崩
壊
、

殺
人
、
放
火
等
重
大
な
事
件
の
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
全

体
の
問
題
へ
と
拡
大
す
る
恐
ろ
し

い
も
の
で
す
。

自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
、
誘

わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所

生
活
衛
生
担
当

�
３６
‐
９
０
１
６

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
き

４
月
２２
日
�
午
後
６
時

対
戦
相
手

ア
ビ
ス
パ
福
岡

と
き

４
月
２７
日
�
午
後
７
時

対
戦
相
手

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

と
き

５
月
３
日
�
午
後
４
時

対
戦
相
手

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

と
き

５
月
６
日
�
午
後
１
時

対
戦
相
手

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

会
場

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

�
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

第
２２
回
吉
野
川
市
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

と
き

４
月
２９
日
�
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

出
店
料

無
料

※
出
店
者
を
募
集
。
衣
類
（
古
着

類
）
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
開
催
予
定
日

５
月
２７
日
�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
環
境
企
画
課
�
２２
‐
２
２
３
０

和
裁
教
室
開
催

手
作
り
の
和
裁
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

と
き

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時

３０
分
か
ら
午
後
４
時

と
こ
ろ

川
島
城
会
議
室（
和
室
）

講
師

和
裁
技
能
士

杉
野
恵
子

さ
ん

参
加
料

材
料
費
の
み

参
加
資
格

吉
野
川
市
在
住
の
方

ま
た
は
市
内
就
労
者

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
観
光
協
会
（
川
島
城
内
）

�
２５
‐
４
６
６
６
（
月
曜
日
休
館
）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
案
内

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。（
作
業
道
具
有
り
）

※
刈
払
機
を
使
え
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時

５
月
１
日
�

午
前
６
時
３０
分
〜
７
時
３０
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時

５
月
１
日
�

午
前
７
時
〜
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

�
２４
‐
８
６
６
０

資
源
無
料
回
収
の
ご
案
内

（
は
っ
ぴ
ー
エ
コ
プ
ラ
ザ
）

障
害
者
の
日
中
活
動
支
援
施
設

の
「
巣
立
」
で
は
、
福
祉
施
設
と

地
元
企
業
、
住
民
が
相
互
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
住
民
参
加
型
の

資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き

毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

セ
レ
ブ
鴨
島
店
店
頭

と
き

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

キ
ョ
ー
エ
イ
山
川
店
店

頭回
収
品

段
ボ
ー
ル
・
新
聞
・
雑

誌
・
缶
・
小
型
家
電
・
自
転
車
等

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
巣
立�

２４
‐
１
９
７
４

あ
お
ぎ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

�
４２
‐
７
３
３
９

虐待では？ 思ったときは、まず通報！地域包括支援センター�２５‐６６２７

ケシの花
（セティゲルム種）

2012年（平成24年）4月11日
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第
１
４
５
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

春
ら
ん
ま
ん
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者

ア
ミ
ン
ダ
（
オ
カ
リ
ナ

演
奏
グ
ル
ー
プ
）

シ
ェ
ル
タ
（
フ
ォ
ー
ク
弾
語
り
）

と
き

４
月
２９
日
�
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー

ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

�
２４
‐
３
７
２
５
（
鎌
田
）

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
の
指
導
。

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

５
月
７
日
�
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

４
月
１１
日
�
、
５
月
９
日

�
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

�
２４
‐
２
１
６
６

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
は
耐
震
工
事
の
た

め
９
月
末
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

業
務
は
鴨
島
体
育
館
事
務
所
で

行
っ
て
お
り
、
電
話
番
号
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

平
成
２４
年
度

生
涯
学
習
講
座

現
在
講
座
生
募
集
中
！

※
先
着
順
で
定
員
に
な
る
ま
で
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
手
話
教
室
（
社
会
福
祉
協
議
会

鴨
島
支
所
・
１０
月
よ
り
鴨
島
公
民

館
）
定
員
２０
人

と
き

第
１
・
第
３
木
曜
日
（
計

２４
回
）
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

○
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
社
交
ダ
ン

ス
）
定
員
４０
人

と
き

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時

○
フ
ラ
ダ
ン
ス

定
員
４０
人

と
き

月
曜
日（
月
２
回
計
２０
回
）

午
前
１０
時
〜
正
午

○
ヨ
ー
ガ

定
員
８０
人

と
き

第
２
・
第
４
水
曜
日
（
計

１３
回
）
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

○
太
極
拳

定
員
１
０
０
人

と
き

毎
週
木
曜
日
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分

○
菊
づ
く
り

定
員
５０
人

（
西
麻
植
公
民
館
・
１０
月
よ
り
鴨

島
公
民
館
）

と
き

４
月
１６
日
�
か
ら
（
月
曜

日
計
１６
回
）
午
前
１０
時
〜
正
午

○
よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば

定
員
１
０

０
人

乳
幼
児
（
就
園
前
）

と
き

５
月
２５
日
�
か
ら
（
金
曜

日
計
２０
回
）
午
前
１０
時
〜
１１
時

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

�
２４
‐
５
１
１
１

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

�

�
�
�
�
�
�
�
	�



�
	

と
き

４
月
２２
日
�
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容

２
月
に
東
京
千
代
田
区
の

文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
、

阿
波
和
紙
を
使
っ
た
版
画
展
の
移

動
展
で
す
。

入
館
料

大
人
３
０
０
円
、
学
生

２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０

円休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

問
い
合
わ
せ

�
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

�
４２
‐
６
１
２
０

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
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◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
す
る
。

そ
し
て
解
除
し
な
い
！

「
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
法
」
や
「
徳
島
県
青
少
年
健

全
育
成
条
例
」
で
子
ど
も
（
１８
歳

未
満
）
が
使
用
す
る
携
帯
電
話
に

は
、
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
有

害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ

う
制
限
す
る
機
能
）
を
利
用
す
る

こ
と
が
、
保
護
者
の
責
務
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
我
が
家
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

家
族
で
話
し
合
お
う
！

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ

る
前
に
、家
族
で
利
用
ル
ー
ル（
利

用
目
的
・
使
い
方
を
決
め
る
、
個

人
情
報
や
悪
口
を
書
き
込
ま
な
い
、

ル
ー
ル
違
反
を
し
た
ら
使
わ
せ
な

い
等
）
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
は

絶
対
に
会
わ
な
い
！

「
同
い
年
の
女
の
子
だ
と
思
っ
て

メ
ー
ル
を
し
て
い
た
が
、実
は
成
人

男
性
だ
っ
た
」等
の
な
り
す
ま
し
が

横
行
し
て
い
ま
す
。「
ネ
ッ
ト
で
知

り
合
っ
た
け
ど
、こ
の
人
は
大
丈
夫
」

と
考
え
る
こ
と
が
一
番
危
険
で
す
。

ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
人
と
は
、
絶

対
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

つ
け
る
！

サ
イ
ト
を
利
用
す
る
と
き
に
、

個
人
情
報
や
人
に
見
ら
れ
て
困
る

よ
う
な
写
真
は
載
せ
な
い
、
送
ら

な
い
等
の
対
処
す
る
力
や
、
サ
イ

ト
が
安
全
か
ど
う
か
を
見
分
け
る

力
（
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
に
は
、

今
ま
で
以
上
の
対
策
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、携
帯
電

話
回
線
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

接
続
を
行
う
従
来
の
機
能
に
加
え
て
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
し
て
、携
帯
電

話
回
線
以
外
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
接
続
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
た
め
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
も
そ
れ

ぞ
れ
の
接
続
に
応
じ
、か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
て

い
な
い
と
個
人
情
報
の
流
出
等
の

被
害
に
遭
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
ウ
イ
ル
ス

対
策
ソ
フ
ト
の
設
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
携
帯
電
話
販
売
店
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署
�
２５
‐
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番

�
２４
‐
２
３
３
１

�������	
�������
������������ �������� �!""!#��$"�#���%&'&('&)*)+,� 
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吉野川市は人権文化の花咲くまちづくりをめざします。

2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ２３



������ ������ �22‐2213

◆吉野川市国民健康保険に加入されている方へ

平成２４年度 特定健康診査・節目健診 のお知らせ
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国保から みんなで支える 大事な命

２４
2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ
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平
成
２４
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
４
９
８
０
円（
前

年
度
か
ら
４０
円
引
き
下
げ
）
と
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬
に
送

ら
れ
る
一
年
分
の
「
納
付
書
」
ま

た
は
、
口
座
振
替
、
ま
た
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
書
で
の
納
付
は
、
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま

た
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
で
き
ま
す
。
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口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
し

さ
れ
る
の
で
、
現
金
で
納
付
す
る

手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ

も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
は
、
現
金
納

付
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
い
た
め

大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
（
変
更
）
申
出
書
」
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、市
国
保
年
金
課（
市

役
所
１
階
）
ま
た
は
、
徳
島
北
年

金
事
務
所
ま
た
は
、
金
融
機
関
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
２４
年
度
の
、
口
座
振
替
に

よ
る
１
年
前
納
の
申
し
込
み
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

下
期
６
カ
月
分
（
１０
月
分
〜
翌

年
３
月
分
）
の
締
め
切
り
日
は
８

月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
す
で
に
口
座
振
替
の
前
納
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
（
引
き
続

き
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
）
は
、
毎
年
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課

国
民
年
金
係

�
２２
‐
２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

�
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

国
民
年
金
だ
よ
り

１年分
割引額

－

６００円

１，４６０円

２，０４０円

３，１９０円

３，７７０円

保険料額

１７９，７６０円

１７９，１６０円

１７８，３００円

１７７，７２０円

１７６，５７０円

１７５，９９０円

６カ月分
割引額

－

３００円

７３０円

１，０２０円

－

－

保険料額

８９，８８０円

８９，５８０円

８９，１５０円

８８，８６０円

－

－

１カ月分
割引額

－

５０円

－

－

－

－

保険料額

１４，９８０円

１４，９３０円

－

－

－

－

平成２４年度

毎月納付
（納付書での現金納付およ
び翌月末振替の口座振替）
毎月納付【早割】

（当月末振替の口座振替）

６カ月前納（現金納付）

６カ月前納（口座振替）

１年前納（現金納付）

１年前納（口座振替）
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男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て

「
青
少
年
講
座
の
ご
案
内
」

―
平
成
２４
年
度
５
月
講
座
受
講
生

募
集
―

徳
島
県
男
女
参
画
青
少
年
課
で

は
、と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ
プ
ラ
ザ（
徳

島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い

て
「
青
少
年
講
座
」
の
講
座
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
ご
希
望
の
方
は
、
徳
島
県

男
女
参
画
青
少
年
課
分
室
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
ヨ
ー

ガ
・
や
さ
し
い
英
会
話
・
や
さ
し

い
ハ
ン
グ
ル
語
と
韓
国

受
講
資
格

県
内
在
住
の
１５
歳
か

ら
２５
歳
ま
で
の
青
少
年
（
高
校
生

以
上
）

受
講
料

無
料

休
館
日

第
２
・
第
４
水
曜
日

※
複
数
の
講
座
が
受
講
で
き
ま
す
。

電
話
で
の
受
け
付
け
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
休
館
日
は

除
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
徳
島
県
男
女
参
画

青
少
年
課
分
室
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
０
‐
０
８
５
１

徳
島
市
徳
島
町
城
内
２
番
地
１

徳
島
県
男
女
参
画
青
少
年
課
分
室

�
０
８
８
（
６
２
５
）
６
１
６
６

FAX
０
８
８
（
６
２
５
）
６
２
２
８

Ｅ
メ
ー
ル

seinen@
m
ail.pref.tokushim

a.lg.jp

市
人
権
課

�
２２
‐
２
２
２
９
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山
川
図
書
館
�
42
‐
5
2
2
2

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
４
月
２７
日
�
、
５
月
３１
日
�
）

◆
お
は
な
し
会

４
月
１４
日
�
、
５
月
１２
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
子
ど
も
映
画
会

４
月
２１
日
�（
ダ
ン
ボ
）、
５
月
１９

日
�
（
バ
ン
ビ
）
午
後
２
時
か
ら

（
約
１
時
間
）

川
島
図
書
館
�
25
‐
3
1
4
1

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
４
月
３０
日
�
、
５
月
３１
日
�
）

◆
川
村

泰
史
さ
ん
写
真
展

「
伝
統
�
〜
我
家
の
行
事
」

と
き

５
月
６
日
�
〜
２７
日
�

※
正
月
・
お
盆
等
で
行
わ
れ
て
い

る
行
事
を
中
心
と
し
た
写
真
展
で

す
。
入
場
無
料
で
す
。

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
24
‐
5
1
1
1

◆
図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

鴨
島
公
民
館
耐
震
工
事
の
た
め

４
月
１
日
〜
９
月
３０
日
ま
で
の
間
、

図
書
室
は
休
室
し
ま
す
。

貸
出
中
の
本
は
、
川
島
、
山
川

図
書
館
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�
43
‐
2
8
1
1

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
４
月
、５
月
の
休
室
日

木
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日
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児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

新
入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
た
な
希
望
を
胸
に

ス
タ
ー
ト
し
た
皆
さ
ん
、
新
し
い

学
校
、
新
し
い
ク
ラ
ス
、
新
し
い

仲
間
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
一

年
間
努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
、
何

事
に
も
挑
戦
し
、
充
実
し
た
一
年

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

登
下
校
の
交
通
安
全

新
学
期
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い

こ
の
時
期
は
、
生
活
面
で
の
環
境

も
か
わ
り
、
交
通
事
故
が
多
く
な

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
次
の
点

に
注
意
し
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
飛
び
出
し
を
し
な
い

登
下
校
中
の
交
通
事
故
で
最
も

多
い
の
が
、
飛
び
出
し
事
故
で
す
。

飛
び
出
し
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

■
並
進
・
二
人
乗
り
を
し
な
い

並
進
や
二
人
乗
り
は
非
常
に
危

険
で
す
。
ほ
か
の
車
両
の
迷
惑
に

も
な
り
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
・
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

不
審
電
話
に
ご
用
心

新
学
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
手
口
も
巧
妙
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
や
宅
配
業
者
な
ど
を
名
乗
り
、

言
葉
た
く
み
に
個
人
情
報
を
聞
き

出
そ
う
と
し
て
き
ま
す
。

も
し
不
審
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
時
は
、
学
校
や
補
導
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

移
転
の
お
知
ら
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

は
、
４
月
１
日
よ
り
吉
野
川
市
交

流
セ
ン
タ
ー
１
階
（
旧
川
島
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
へ
移
転

し
ま
し
た
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
２５
‐
６
６
２
０

FAX
２５
‐
６
６
２
１

わ
か
ば鴨

島
東
中
学
校

近
久
真
悠

希
望
の
風

一
年
ご
と
に
め
ぐ
り
く
る
春

私
の
出
番
が
や
っ
て
き
た

め
ぐ
み
の
雨

一
日
ご
と
に
大
き
く
な
る
春

私
の
出
番
が
や
っ
て
き
た

桜
が
終
わ
り

代
わ
り
に
私
が
大
き
く
な
る

春
の
光
を
あ
び
な
が
ら

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
６
号
」
よ
り
）

２６
2012年（平成24年）4月11日

広報よしのがわ
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乳房マッサージ専門

〒776-0037
徳島県吉野川市鴨島町上浦29-14
携帯：090-8282-4045
http://www.tada-mp.jimdo.com
国道の牛島駅案内板から300m北

多田  文恵助産師

医療費控除対象

＊乳房マッサージ
＊授乳、赤ちゃんの身体測定
＊断乳（卒乳）

受付時間　　　10：00～11：30
　　　　　　　14：00～17：00
乳房管理指導料金
　初　　　診　　　　6,000円
　2回目以降　　　　5,000円
　回数券（3枚綴り） 12,000円
※初診より無期限
前日予約１名限り　プラス 3,000円で出張可

TADA助産院

休診　火　土　　日　祝祭
乳房トラブル対象　2,000円加算

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々
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